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ッケーで受流深めるク口
子
供
と老

人
の
交
流
会

長
い
夏
休
み
の
一
日
を
子
供
と
と
も

に
過
ご
そ
う
と
八
月
十
日
、
大
和
老
人

ク
ラ
ブ
(
藤
岡
喜
代
夫
会
長
)
の
呼
び

か
け
で
「
子
供
と
老
人
の
交
流
会
」
が

聞
か
れ
ま
し
た
。

あ
い
に
く
の
小
雨
模
様
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
大
和
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
は

松
岡
忠
雄
校
長
ほ
か
約
三
十
人
の
児
童

が
集
ま
り
、
ム
何
年
寄
り
の
手
ほ
ど
き
で

ク
ロ
ッ
ケ
ー
を
楽
し
ん
だ
後
、
体
育
館

に
場
所
を
移
し
、
品
目
の
生
活
の
様
子
や

遊
び
な
ど
に
つ
い
て
の
話
を
聞
き
ま
し
た
。

子
供
た
ち
は
、
慣
れ
な
い
ク
ロ
ッ
ケ

ー
に
と
ま
ど
い
な
が
ら
も
大
ハ
ッ
ス
ル
。

雨
の
た
め
、
試
合
は
途
中
ま
で
に
な
り

ま
し
た
が
、
最
後
ま
で
和
気
あ
い
あ
い

と
し
た
雰
囲
気
の
中
、
充
実
し
た
交
流

会
に
な
り
ま
し
た
。
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理量密墨画
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集

訴じむちゃω
ばあちゃね

長生悲し宮ネ

特

九
月
十
五
日
は
敬
老
の
日
で
す
。
そ

こ
で
、
町
内
の
明
治
二
十
六
年
以
前
に

生
ま
れ
た
わ
年
寄
り
十
三
人
の
う
ち
十

一
人
の
方
に
、
健
康
法
や
楽
し
み
に
つ

い
て
伺
い
ま
し
た
。

卜 13

(敬称問書)

長浜町長寿ベス

塩村ヒナヱさん菊池シナヲさん

7 1・M23・4・18M23・

子供や孫、友人と話をするこ

とが楽しみ惨種康の秘けつは、

好き嫌いをせずに何でも食べ、

規則正しい生活をすること

テレピのニュ スと相撲を見

るのが楽しみ惨趣味は雑誌を読

むこと惨朝食はいつもパンと牛

乳で¥好き嫌いはなし

松美さん酒井

6・20M24・

順位 氏 名 宮崎 年齢 大 字

l位 白石ヤスヨ 女 99 櫛 生

21ft 塩村ヒナヱ 女 98 出 海

311): 菊池シナヲ 女 98 柴

4f立 酒井松美 女 97 櫛生

51立 新江 j原 助 男 97 沖 i甫

6 1IL 渡遁喜代栄 男 96 止λ乞ミこ

7f立 中村寿 、女 96 長浜

8 {立 白石伊里水 男 96 白滝

9位 j賓田ヒサヤ 女 95 沖 j甫

10位 谷本ハルヨ 女 95 柴

11 1IL 坂本 t青 男 95 出海

12位 辻 I青 市 男 95 れわ ;南

13位米間ハツヱ 女 94 豊茂|

源助さん新江

8・28M24・3・21M25・

白 米 が 好 き で 、 食 べ る こ とが

楽しみ険健康の秘けつは規則正

しい食事と、睡眠を十分とるこ

と

子供や孫の顔を見るごとと、

食べることが楽しみ惨好き嫌い

はない が 、 特 に 好 き な 食 べ 物 は

みそ汁 と果物

牛乳が犬好きて¥毎日おやつ

を食べるのが楽しみ惨趣味は読

書惨早寝早起き、腹八分が長寿

の秘けつ惨好き嫌 いは なし

白石伊里水さん漬田ヒサヤさん谷本ハルヨさん

7・16M25・2 5・M26・5・17M26・

食べることと、寝ることと、

テレピの相撲を見ることが楽し

み惨新聞は毎日欠かさず、読む惨

腹八分が長寿の校、けっ

庭の 花を観賞することと、テ

レピを見ることが楽しみ惨パン

とコー ヒーが好きで、毎朝食べ

る惨長寿の秘けつは食べること

毎朝五時に起きて畑仕事をす

るσコカご日三果惨貴子き吉宗Lリまなしミカヘ

中てもも魚が好き惨テレビの相撲

が好きで、千代の富士のファン

:米岡ハツヱさん 清さん坂本清市さん辻

6・14M26・7・25M26・M26・12・31

テレピの宇目拶きを見ることと、

刺 身 を あ て に 一 杯 や る こ と が楽

しみ惨若い頃は、水泳、里子球な

ど{可でもこなすスポーツマン

盆栽とクロッケーが趣味惨健

康の秘けつは、毎朝自己流の体

操で全身を動かすこと惨何でも

食べるが、とやちらかというと甘

し、杉ヴカご貴子き

テレビを見るのが楽しみ惨食

事は野菜が中心て¥好物は刺身

砂 動 け る 範 囲 で体を動かし、よ

く笑 う ご と が 健康の秘けっ
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H

長
浜
の
こ
ど

次
の
世
代
を
に
な
う
青
少
年
が
心
身

と
も
に
健
や
か
に
育
っ
て
く
れ
る
こ
と

は
、
私
達
み
ん
な
の
願
い
で
す
。

こ
の
た
め
に
、
家
庭
の
中
で
の
家
族

と
の
ふ
れ
合
い
、
学
校
で
の
教
師
と
の

ふ
れ
合
い
、
町
中
で
の
子
供
と
の
ふ
れ

合
い
、
そ
の
他
町
内
で
の
い
ろ
い
ろ
な

浄
化
活
動
な
ど
、
青
少
年
が
健
や
か
に

育
ち
や
す
い
環
境
を
つ
く
る
こ
と
は
、

私
達
大
人
の
責
任
で
は
な
い
で
し
ょ
う

，刀。
町
内
で
も
、
愛
護
班
活
動
や
健
全
育

成
の
組
織
活
動
が
活
発
に
行
わ
れ
て
い

る
地
区
が
あ
り
ま
す
が
、
地
域
ぐ
る
み

税金。一意です

に
ご
協
力
を

の
組
織
活
動
が
活
発
で
な
い
地
区
も
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

「
長
浜
の
こ
ど
も
を
み
ん
な
が
育
て

る
会
」
は
、
各
小
学
校
区
ご
と
に
組
織

づ
く
り
を
行
い
(
す
で
に
組
織
が
で
き

て
い
る
地
区
は
そ
の
組
織
で
)
み
ん
な

が
知
恵
を
出
し
合
っ
て
、
町
ぐ
る
み
で

健
全
育
成
に
つ
い
て
考
え
実
行
す
る
ご

と
に
よ
り
、
住
み
よ
い
町
を
つ
く
る
た

め
の
組
織
で
す
。

み
な
さ
ん
一
人
一
人
が
、
子
供
が
い

る
い
な
い
に
か
か
わ
ら
ず
こ
の
趣
旨
に

賛
同
し
、
ご
協
力
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

お
年
寄
り
と
税

九
月
十
五
日
は
敬
老
の
日
で
す
。
ま

た
、
十
五
日
か
ら
二
十
一
日
ま
で
は
老

人
福
祉
週
間
で
す
。
長
年
に
わ
た
り
社

会
に
貢
献
さ
れ
た
お
年
寄
り
を
敬
い
、

長
寿
を
祝
う
行
事
が
各
地
で
催
さ
れ
ま

す。
と
こ
ろ
で
国
の
重
要
な
役
割
の
一
つ

に
、
社
会
保
障
が
あ
り
ま
す
。

h
u
年
寄

り
ゃ
心
身
に
障
害
の
あ
る
方
な
ど
、
社

会
的
、
経
済
的
に
弱
い
立
場
に
あ
る
方

警暴

題静

@ 

々
に
対
し
て
は
、
そ
の
生
活
を
安
定
さ

せ
る
た
め
、
社
会
連
帯
に
基
づ
く
支
え

が
必
要
で
す
。
こ
の
よ
う
な
支
え
の
役

割
を
果
た
す
も
の
が
社
会
保
障
で
す
。

む
年
寄
り
ゃ
心
身
に
障
害
が
あ
る
方

に
対
し
て
は
、
財
政
支
出
の
面
で
社
会

保
障
を
充
実
す
る
一
方
、
税
金
の
面
で

も
い
ろ
い
ろ
な
特
典
が
設
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

お
年
寄
り
本
人
が
受
け
ら
れ
る
特
典

一
、
老
齢
者
控
除

所
得
税
は
、
一
年
間
の
所
得
金
額
か

ら
、
基
礎
控
除
や
扶
養
控
除
な
ど
の
所

得
控
除
を
差
し
引
い
た
金
額
に
税
率
を

掛
け
で
計
算
し
ま
す
が
、
こ
の
所
得
控

除
の
一
つ
と
し
て
老
齢
者
控
除
が
あ
り

ま
す
。
年
齢
が
六
十
五
歳
以
上
で
、
所

得
金
額
が
一
千
万
円
以
下
の
お
年
寄
り

の
場
合
に
控
除
で
き
ま
す
。

二
、
公
的
年
金
等
控
除

国
民
年
金
や
厚
生
年
金
な
ど
の
公
的

年
金
や
恩
給
は
、
雑
所
得
と
し
て
所
得

税
の
課
税
対
象
と
な
り
ま
す
。
公
的
年

金
等
に
係
る
雑
所
得
の
金
額
は
、
公
的

年
金
等
の
収
入
金
額
の
合
計
額
か
ら
公

的
年
金
等
控
除
額
を
差
し
引
い
て
計
算

し
ま
す
が
、
年
齢
が
六
十
五
歳
以
上
の

お
年
寄
り
の
場
合
は
、
年
齢
が
六
十
五

歳
未
満
の
人
よ
り
そ
の
控
除
額
が
多
く

な
っ
て
い
ま
す
。

お
年
寄
り
を
扶
養
し
て
い
る
方
が
受
け
ら
れ
る
特
典

納
税
者
と
生
計
を
一
に
し
て
い
る
親

族
で
、
所
得
金
額
が
一
定
額
以
下
の
人

に
つ
い
て
は
、
配
偶
者
控
除
や
扶
養
控

除
と
し
て
一
人
当
た
り
二
一
十
二
万
円
を

納
税
者
の
所
得
金
額
か
ら
茅
し
引
く
こ

と
が
で
き
ま
す
。

配
偶
者
控
除
や
扶
養
控
除
の
対
象
と

な
る
親
族
が
七
十
歳
以
上
の
お
年
寄
り

(
障
害
者
の
場
合
を
除
く
)
で
あ
る
時

は
、
一
人
当
た
り
一
一
一
十
三
万
円
に
代
え

て
三
十
九
万
円
を
差
し
引
く
こ
と
が
で

き
ま
す
。
な
お
、
こ
の
お
年
寄
り
が
、

納
税
者
や
そ
の
配
偶
者
の
父
母
や
祖
父

母
な
ど
の
直
系
尊
属
で
、
納
税
者
や
そ

の
配
偶
者
の
い
ず
れ
か
と
の
同
居
を
常

況
と
し
て
い
る
時
は
、
さ
ら
に
七
万
円

を
加
算
し
た
四
十
六
万
円
を
差
し
引
く

こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
配
偶
者
控
除
や
扶
養
控

除
が
受
け
ら
れ
る
親
族
は
、
所
得
金
額

が
一
定
額
以
下
の
方
で
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
が
、
そ
の
所
得
が
自
分
の
勤
労

に
よ
る
事
業
所
得
、
給
与
所
得
、
退
職

所
得
ま
た
は
雑
所
得
だ
け
の
場
合
に
は
、

所
得
金
額
が
三
十
二
一
万
円
以
下
で
あ
れ

ば
よ
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

従
っ
て
、
そ
の
年
の
収
入
が
公
的
年

金
や
恩
給
だ
け
で
あ
る
六
十
五
歳
以
土

の
お
年
寄
り
の
場
合
は
、
そ
の
収
入
金

額
が
百
五
十
三
万
円
以
下
で
あ
れ
ば
、

公
的
年
金
等
控
除
百
二
十
万
円
を
差
し

引
く
と
、
雑
所
得
の
金
額
は
三
十
三
万

円
以
下
と
な
り
ま
す
の
で
、
そ
の
わ
年

寄
り
を
扶
養
し
て
い
る
人
は
配
偶
者
控

除
や
扶
養
控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
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乃方冷イιCι♂ιJごごιマてラ:シ二ご二戸 λ山 Y キ、マiゐふ て主会議き つ 菜の生
母 区 〉 、J

11 炉芯筏3九弘γりγγぷグ之グチ 活;三き予』ふν守守号欲 と のれ
目券字令昏ぶfち%う噌 P 一吋 e し 名ょた

子車輪系議 殺いイ寸う女
さや正=~て波弘 二けな の

と昭和62年 9月23日生まれえ ししな
ま美 子

(出海)細山穂菜美ちゃん

額

受給者の年金 1年金間額の公的年計金等(Aの) 公的年金等控除額|
収入 の合額

240万円円以下 120万5円% 
65歳以上の方 240万 超 440万円以下下 (A)X25%+ 60万円

440万円超超 800万円以 (A)X15%十104万円
800万円 (A)X 5%十184万円

120万円超以超下 60万5円% 
65歳未満の方 120万円円 400万円以下 (A)X2 十 30万円

400万 760万円以下 (A)X 15%十 70万円
760万円超 (A)X 5%+146万円

除控等金年的公
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毎
年
、
飼
い
主
か
ら
の
要
請

P
行
政

に
引
き
取
ら
れ
る
犬
や
備
が
数
多
く
い

ま
す
。ベ

ッ
ト
と
し
て
か
わ
い
が
つ
で
い
た

動
物
抗
手
放
き
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な

っ
た
理
由
は
様
々
で
し
ょ
う
、

中
に
は
動
物
か
ら
人
ヘ
病
気
が

移
る
こ
と
を
恐
上
れ
て
、
手
放
し

て
し
ま
う
ケ

i
ス
宅
あ
る
よ
う

で
す
れ
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な

場
合
で
も
、
飼
い
主
の
ち
ょ
っ

と
し
た
思
い
や
り
さ
え
あ
れ
ば

ベ
ッ
ト
と
上
手
い
い
付
き
合
っ
て

け
け
る
の
で
す

三宮翠翠要懸璽ョ・・E塁率翠霊翠亙三豆1

健
藤
は

衛
生
的
な
環
境
か
ら

ま
ず
、
ベ
ソ
ト
が
病
気
に
か

か
っ
て
い
る
か
ど
う
か
を
調
べ

ま
し
上
う
。
か
か
っ
て
い
れ
ば
、

す
ぐ
に
治
療
す
る
と
同
時
に
、

な
ぜ
病
気
に
な
っ
た
の
か
を
考
え
た
い

も
の
で
す
。
ぺ
円
ト
を
取
り
巻
く
環
舟

の
衛
生
状
穂
が
よ
く
な
け
れ
ば
、
ベ
ゾ

ト
対
け
で
な
く
、
人
間
の
健
康
に
も
悪

影
響
を
及
ぼ
す
と
考
戸
ズ
ら
れ
る
か
ら
で

EF幅一 人とベットの理想の関係圃E 阻

⑬ 

ベットを手放さないで/
考えよう

ベ
ッ
ト
存
一
飼
う
場
所
を
限
定
す
る
、

使
の
始
末
や
掃
除
を
三
ま
め
に
す
る
な

ど
(
で
、
ペ
ッ
ト
の
い
る
環
境
が
不
衛

生
に
な
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ナ
7
0

飼
い
主
の

人とベットの理想の関係

義
務
と
責
任

ペ
ッ
ト
を
し
つ
け
る
の
は
大

変
な
こ
と
で
す
。
決
め
ら
れ
た

場
所
以
外
子
出
を
さ
せ
な
い
、

与
三
た
食
事
以
外
法
食
べ
さ
せ

な
い
よ
う
に
す
る
、
と
い
っ
た

動
物
に
対
す
る
し
つ
け
は
、
飼

い
主
の
ぷ
い
愛
情
と
根
気
が
な

け
れ
ば
で
き
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
人
!
と
動
物
の
よ
り

よ
い
関
係
青
年
ち
え
た
場
台
、
や

は
り
ベ
ッ
ト
に
は
台
一
九
ん
と
し

た
L
つ
け
を
し
た
い
も
の
で
す
o

し
つ
け
を
通
し
て
ご
そ
、

動
物
と
人
間
が
い
M
頼
関
係

で
結
T
れ
て
い
く
と
も
い
え
ま
す
。

概
し
で
動
物
の
寿
命
ほ
人
間
よ

り
も
短
い
も
の
で
す
。
一
度
で
も

ペ
ッ
ト
と
し
て
飼
っ
た
動
物
な
ら

ば
、
最
閉
ま
で
そ
の
生
法
を
見
届

け
て
や

る
ご
と

が
飼
い

主
の
責

任
で
あ

る
と
自

貨

L
た

い
色
の

で
す
。人

間

と
動
物

と
の
閑

枝市一一一ノ

f
午
ト
、
f
u
t

一

げ
で
、

み
ん
な

F
も
う

一
度
考

え
で
み

土
品
?
レ
上

1

ノ。

長浜町における昭和62年度の不用犬買い上げ・捕獲・銃殺頭数
，------，------，，------，-----一一丁一一一

合 計6 H 4 

買い上け官員数

星
空
を

子
供
と
な
が
め
て

日
の
体
操

朝
起
き
で
か
ら
夜
寝
る
ま
で
、
私
達

の

H
d
休
ま
ず
に
働
い
て
げ
ま
す
。
使

え
ば
疲
れ
る
と
い
う
点
で
は
、

H
も
体

の
他
の
部
分
と
全
く
同
じ
で
す
。
新
聞

や
本
な
ど
細
か
い
字
を
見
続
け
た
り
、

長
時
間
字
を
書
い
た
り
す
れ
ば
目
は
当

然
疲
れ
て
き
ま
す
。
特
仁
揺
れ
動
く
車

中
な
ど
で
活
字
を
続
む
と
、
い
っ
そ
う

目
の
疲
れ
を
年
め
ま
す
。

最
近
で
は
ブ
ラ
ウ
ン
管
と
対
面
す
る

機
会
が
増
え
て
き
ま
し
た

η

テ
レ
ビ
は

さ
で
わ
き
、
パ
ソ
コ
ン
、
ワ
ー
プ
ロ
ふ
佐

使
う
こ
と
が
増
え
、
フ
ァ
ミ
コ
ン
ゲ
ー

ム
を
す
る
子
供
逮
も
多
く
な
り
ま
し
た

c

:J72 

九
月
の

H
限
当
医
医
は
次
の
と
あ
り

で
す
。
受
付
時
閣
は
午
前
十
暗
か
↑
h
J
午

品
川
一
九
時
ま
で
で
、
診
中
町
は
於
急
患
者
の

方
だ
け
で
す
。

。
4
日
米
川
医
院
官
官

0
1
6
ヨ

O
日
H

岡
田
医
院
告
白
1
0
6
3
9

0
日
日
菊
地
医
院
宮
臼

0
2
0
9

。
同
日
門
屋
医
院
哲
也
1
0
2
0
2

0
お

日

辻

医

院

宮

山

4
1
0
1
7
4

0
回
目
石
村
病
院
盆
臼
|
0
2
7
5

…

乳

児

健

診

…

0
9
月
7
臼

町

体

育

館

午

後

1
時

か
ら
2
時
対
象
は
昭
和
白
年
日
月
、

昭
和
田
年
1
月
、
4
丹
生
ま
れ
の
お
子

さ
ん
。

…

三

歳

児

健

診

一

0
9
月
n
H

町

体

育

館

午

後
1
時

か
ら
2
時
対
象
は
昭
和
問
年
6
月、

7
円
、
。
。
月
生
ま
れ
の
む
下
さ
ん
。

。9
月
U
H

吾
多
灘
小
学
校

ブ
ラ
ウ
ン
管
に
映
る
{
子
や
両
は
明
る
く

尚
美
口
、
し
か
も
ち
ら
つ
く
の
で
、
印
刷

ち
れ
た
ん
子
を
見
る
よ
り
も

H
の
疲
れ
を

一
一
層
促
進
さ
せ
ま
す
o

目
の
疲
れ
売
治
す
に
は
速
く
を
げ
ん

や
り
見
る
の
が
効
果
的
で
す
。
そ
れ
に

上
一
ノ
て
近
視
を
予
防
L
、
軽
度
の
場
合

は
税
カ
同
復
に
も
役
立
ち
ま
す
。

特
に
、
晴
れ
て
星
が
美
し
〈
ま
た
た

く
夜
は
絶
好
で
す

η

心
身
そ
う
快
に
な

午
fを

1
時
日
分
か
ら
1
時
泊
分

。
9
月

日

日

豊

茂

公

民

館

午

前

m

時
日
分
か
ら
日
時
却
分
大
和
公
民
館

午
後
1
昨
日
分
か
ら
1
時
別
分

つ
9
月
比
円
山
山
海
小
学
校
午
前
山

昨
日
分
か
ら
日
時
別
八
力
櫛
生
小
学
校

午
後
1
時
日
分
か
ら
1
時
叩
分

。
9
丹

江

口

白

滝

公

民

館

午

後

1

時
日
分
か
ら
1
時
却
分

…
子
宮
ガ
ン
検
診
…

0
9
月
1
日
出
海
公
民
館

0
9
月
2
日

町

体

育

館

時
閉
じ
い
ず
れ
も
午
後
1
時
か
ら

2

時
、
検
診
料
金
は
七
百
円
。

献

車

0

9
月

回

目

町

体

育

館

午

前

9
時

刻
分
か
ら
ロ
時
山
海
公
民
館
午
後

1
時
加
分
か
ら
2
時
日
分
昭
和
サ
ボ

ア

午

後

3
時
か
ら
4
時
日
分

一
不
用
犬
買
い
よ
げ
日
一

。
9
月
訂
日
各
連
絡
所
は
午
前
9
時

ま
で
、
役
場
本
庁
は
午
前
日
時
ま
で
、

買
い
上
、
ヴ
料
金
は
一
頭
五
百
円
。

※
必
ず
印
鍛
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
の

る
ば
か
り
で
な
く
、
大
事
な

H
の
保
養

に
も
な
り
ま
す
。
大
人
ば
か
り
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
塾
で
し
ご
か
れ
、
テ
レ
ビ

を
見
、
フ
ァ
ミ
コ
ン
ゲ
ー
ム
に
興
ず
る

子
供
述
も
同
ど
で
す
。

「
心
の
窓
」
、
「
体
の
窓
」
と
い
わ

れ
る
円
を
大
切
に
す
る
習
慣
を
、
子
供

の
時
か
ら
身
に
つ
け
て
ほ
し
い
も
の
?

す。
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校七
に月
よ三
る 日
交、

流白
会滝
カごノj、
関学
か宇交
れで
た
。白

こ j竜
れ、

しス百もを全と広所は戒
交ポての日育共いか、 }I[

流 l十で的成に社ら親
を ツ 人 、 に を 、 会 交 子 柴
深にが親開阿児性流での
め汗参子かる童を、を身小
たを力目指勺れこの培 ;3ti丘学

?荒。てたと f建う ぺ な 校

~ .~ IJ ']口 E C口コご口口ヨ己口口ゴ

主主主九種目で優勝
成種種 ~喜多郡小学校水泳大会~
績日目
をてもでう十競参 2 九廷町選多

台震ぶ主造量Tき十三 t事禁古
〆もす子子の目、が人百は子 学二

に校十
よァjく八一
つ J永日
て大
競会長
わム~， I'兵
てL 閲/)，

〈三か主
」ー 1_ 1'X 

のいプ
犬に l
会 u ル
、君Eで、

長内
浜 の喜

広
い
社
会
性
を
培
う

ルホ。@テ口、ゲリラ

J
三
校
交
流
会
J

ゾ

61

J

A

W

 

J
朝
日
ハ
円
仁
口
日
い
円
円
門
口

仰
V

ゆ
か
た
姿
も
あ
で
や
か

C

J

長
浜
音
頭
踊
り
大
会

1

問

海

の

祭

典

長

浜

一
音
頭
踊
り
犬
会
が

』
八
月
六
日
に
行
わ

れ
、
十
七
連
、
約

問
六
百
五
十
人
が
参

加
。
農
協
本
所
横

付
か
ら
町
民
の
広
場

一
に
か
け
て
踊
り
歩

幽
い
た
。
毎
年
恒
例

制
の
こ
の
大
会
、
今

回
年
も
連
ご
と
に
そ

ろ
い
の
ゆ
か
た
姿
で

華
麗
な
踊
り
を
披

露
し
、
海
の
祭
典

を
盛
り
上
げ
た
。

口
口
口
門
口
口
口
円
ペ
パ
い
〕
ハ

ペ
ッ
ト
は
子
乗
り

す
ず
め

ー
出
海
の
山
口
さ
ん
宅
J

L

出
海
の
山
口
正
隆
さ
ん
宅
の
手
の
り
文
鳥
な
ら
ぬ
手
の
り
す
っ

ず
め
が
評
判
に
な
っ
て
い
る
。
チ
ュ

i
助
と
名
付
け
ら
れ
た
ご
口

の
す
ず
め
は
、
山
口
さ
ん
の
長
男
の
直
矢
く
ん
(
小
学
校
四
年
「
一

生
)
が
七
月
初
旬
、
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
弱
っ
て
い
る
の
を
口

見
つ
け
て
介
胞
し
た
も
の
で
、

A
7
で
は
す
っ
か
り
元
気
に
な
り
口

手

や

肩

に

と

ま

っ

て

〉

え

さ

を

つ

い

ば

ん

で

い

る

。

仁
一七「]

一一「」円
]口ヨ口

ソ
ウ
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
伴
う

「
テ
口
、
ゲ
リ
ラ
」

事
件
防
止
に
ご
協
力
を

警

察

庁

今
秋
開
催
が
予
定
さ
れ
で
い
る
ソ

ウ
ル
オ
リ
ン
ピ

y
ク
(
九
月
十
七
日

1
十
月
二
日
)
に
つ
い
て
は
、
わ
が

国
に
関
連
し
て
「
テ
口
、
ゲ
リ
ラ
」

な
ど
各
種
妨
害
事
案
が
懸
念
さ
れ
る

と
こ
ろ
で
す
。

こ
う
し
た
厳
し
い
情
勢
の
下
で
警

察
と
し
て
は
、
こ
れ
ら
不
法
事
案
の

未
然
防
止
の
た
め
全
力
を
あ
げ
て
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
し
か
し
そ
の
目

的
を
達
成
す
る
た
め
に
は
、
国
民
の

皆
き
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
が
必
要

で
す
。ソ

ウ
ル
オ
リ
ン
ピ

y
ク
を
め
ぐ
っ

て
は
、
そ
の
開
催
を
妨
害
す
る
た
め
、

大
韓
航
空
機
事
件
に
み
ら
れ
る
よ
う

な
爆
発
物
に
よ
る
破
壊
活
動
や
要
人

等
に
対
す
る
テ
ロ
等
が
考
え
ら
れ
ま

す。
マ
予
想
さ
れ
る
事
案
A

『
日
本
人
及
び
韓
国
人
へ
の

4

F

成
り
代
わ
り
を
目
的
と
し
た
潜
入
』

一
韓
国
で
の
テ
ロ
・
破
壊
工
作
(
爆

発
物
使
用
)
を
敢
行
す
る
た
め
に
、

わ
が
国
を
中
継
基
地
と
し
て
、
日
本

人
や
花
日
朝
鮮
・
韓
国
人
に
な
り
す

ま
し
て
か
ら
韓
国
に
赴
く
こ
と
を
目

的
と
し
て
の
わ
が
国
へ
の
潜
入
。

韓
国
要
人
を
テ
ロ
の
標
的
と
す
る

V

こ
ん
な
場
所
は
要
注
意

不
審
な
人
物
を
見
か
け
た
ら
企

た
め
、
拳
銃
等
の
凶
器
を
隠
し
持
っ

て
わ
が
国
か
ら
韓
国
に
向
け
で
出
国
。

『
国
際
テ
ロ
リ
ス
ト
等
に
よ
る

d

F

滞
日
中
の
外
国
選
手
団
へ
の
テ
口
』

わ
が
国
で
米
、
英
、
仏
、
丙
独
、

蘭
、
加
等
の
多
数
の
国
の
選
手
が
、
合

宿
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
す
る
た
め
来
日
、
一

滞
在
を
予
定
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の

選
手
団
に
対
す
る
国
際
テ
ロ
リ
ス
ト

等
に
よ
る
テ
ロ
。

『
そ
の
他
、
在
日
韓
国

d

F

関
連
施
設
へ
の
嫌
が
ら
せ
』

韓
国
の
単
独
開
催
に
不
満
を
持
つ

者
等
に
よ
る
在
日
韓
国
大
使
館
や
韓

国
重
要
施
設
へ
の
攻
撃
や
嫌
が
ら
せ
。

-
工
作
船
に
よ
る
わ
が
国
へ
の
潜
入
・

脱
出
、
ら
致
等
が
予
想
さ
れ
る
海

岸
地
域

@
韓
国
ま
た
は
北
朝
鮮
へ
行
く
空
港

及
び
港
と
そ
の
周
辺
地
域

@
韓
国
の
関
連
施
設

@
外
国
選
手
が
宿
泊
及
び
ト
レ

l
ニ

ン
グ
を
行
う
地
域

な
ど
で
不
審
な
外
国
人
や
こ
れ
ら
地

域
に
不
自
然
に
駐
車
し
て
い
る
車
両

等
を
見
か
け
た
ら
、
ど
ん
な
小
さ
な

こ
と
で
も
結
構
で
す
の
で
警
察
に
わ

知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

〉
会
心
暗
ぬ
川
戸

/菜、

7
4

-c

町、~qh
e
4
1

-
¥
A

、¥、山、
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年
金
子
帳
を

切
に
し
ま
し
ょ
う

年
金
手
帳
は
、
国
民
年
金
や
厚
生
年

金
に
初
め
て
加
入
し
た
時
に
交
付
さ
れ

ま
す
。年

金
手
帳
に
記
載
さ
れ
て
い
る
記
号

番
号
は
、
国
民
年
金
な
ど
へ
の
加
入
の

記
録
等
を
管
理
す
る
た
め
の
も
の
で
、

一
つ
の
制
度
で
の
番
号
は
一
生
を
通
じ

て
変
わ
り
ま
せ
ん
か
ら
、
年
金
手
帳
は

大
切
に
保
管
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

同
じ
制
度
で
の
記
号
番
号
が
二
つ
以

正
し
く
使
お
う
救
急
車

お知らせ

大
洲
消
防
署
長
浜
支
署
で
は
、
昭
和

六
十
三
年
一
月
一
日
か
ら
六
月
三
十
日

の
聞
に
百
十
一
同
救
急
出
動
し
、
百
十

三
人
の
患
者
を
運
び
ま
し
た
。
こ
れ
を

前
年
同
期
と
比
べ
る
と
、
出
動
件
数
で

十
九
件
、
搬
送
人
員
で
二
十
二
人
増
え

て
い
ま
す
。

し
か
し
、
こ
の
う
ち
四
十
件
は
救
急

車
に
よ
る
緊
急
な
出
動
が
必
要
と
認
め

ら
れ
な
い
も
の
で
し
た
。

救
急
車
は
、
緊
急
に
運
ば
な
け
れ
ば
生

命
に
か
か
わ
っ
た
り
、
悪
化
す
る
よ
う

な
人
を
運
ぶ
た
め
に
あ
る
も
の
で
す
。

こ
の
点
を
理
解
し
、
正
し
い
救
急
車
の

利
用
を
ム
お
願
い
し
ま
す
。

身
に
つ
け
ま
し
ょ
う

応
急
手
当

応
急
手
当
は
、
医
師
に
診
せ
る
ま
で

の
、
と
っ
き
の
処
置
を
す
る
ご
と
で
す
。

し
か
し
、
応
急
的
と
は
い
っ
て
も
、

上
あ
っ
た
り
、
氏
名
が
変
わ
っ
て
登
録

さ
れ
て
い
る
と
、
年
金
を
請
求
す
る
時

に
間
違
い
の
も
と
に
な
り
ま
す
。

次
の
よ
う
な
時
に
は
、
届
出
を
し
て

く
だ
き
い
。

一
、
年
令
手
帳
を
二
通
以
上
持
っ
て
い

る
時
は
「
記
号
番
号
重
複
取
消
届
」

に
年
金
手
帳
を
添
え
て
提
出
し
、
記

号
番
号
を
一
本
に
し
ま
す
。

二
、
年
金
手
帳
を
な
く
し
た
時
は
「
再

交
付
申
請
書
」
を
提
出
し
ま
す
。

三
、
氏
名
が
変
わ
っ
た
時
は
「
氏
名
変

更
届
」
に
年
金
手
帳
を
添
え
て
提
出

し
、
氏
名
を
変
え
て
も
ら
い
ま
す
。

正
し
い
処
置
で
な
い
と
ケ
ガ
が
さ
ら
に

悪
く
な
っ
た
り
、
助
か
る
命
も
助
か
ら

な
く
な
り
ま
す
。

万
一
の
時
に
あ
わ
て
な
い
よ
う
、
普

段
か
ら
応
急
手
当
の
方
法
を
身
に
つ
け

て
ム
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

消
防
署
で
は
、
住
民
の
告
さ
ん
と
と

も
に
学
び
研
究
し
て
い
く
た
め
、
講
習

会
等
に
職
員
を
派
遣
し
て
い
ま
す
の
で
、

い
つ
で
も
わ
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

長浜町事故種別救急出動件数

62年前期 52年後期 63年前期

ベ告ム、 病 49f牛 45f牛 59{'牛

交通事故 11件 23件 18件

一般負傷 24件 22件 15{牛

その他 8f牛 15件 18件

1口〉、 言十 92イ牛 105{牛 111千干

戦後、ソ連またはモンゴノレの

地域で強制抑留された皆様へ
f年
|産

戦
後
、
ソ
連
ま
た
は

モ
ン
ゴ
ル
の
地
域
に
お

い
て
強
制
抑
間
さ
れ
日

本
に
帰
還
し
た
方
々
に
、

慰
労
品
(
賞
状
・
銀
杯
)

が
贈
呈
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

ム
ロ
わ
せ
て
、
ご
れ
ら

の
方
々
の
う
ち
年
金
・
恩

給
な
ど
を
受
給
し
て
い

な
い
方
に
は
、
慰
労
金

と
し
て
十
万
円
勺
一
年

償
還
の
記
名
国
債
)
が

支
給
さ
れ
ま
す
。

戦
後
強
制
抑
留
者
の

今
年
は
、
昭
和
二
十
三
年
以
来
五
年

ご
と
に
行
わ
れ
て
い
る
「
住
宅
統
計
調

査
」
の
年
で
す
。
こ
の
調
査
は
、
わ
が

国
の
住
宅
と
世
帯
の
居
住
状
況
を
明
ら

か
に
す
る
た
め
に
行
わ
れ
る
も
の
で
、

ポ
ス
タ
ー
で
久
保
@

清
水
さ
ん
が
入
賞

肱
川
を
き
れ
い
に
す
る
運
動

昭
和
六
十
三
年
度
肱
川
を
き
れ
い
に

す
る
運
動
ポ
ス
タ
ー
審
査
会
に
わ
い
て
、

長
浜
中
学
校
三
年
生
の
久
保
洋
子
さ
ん

(
長
浜
)
と
清
水
佳
枝
さ
ん
(
白
滝
)
が
優

秀
賞
に
選
ば
れ
、
肱
川
を
き
れ
い
に
す

る
協
力
会
長
の
近
田
宣
秋
氏
か
ら
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。

方
が
す
で
に
亡
く
な
っ
て
い
る
時
は
、

そ
の
方
の
ご
遺
族
が
こ
れ
ら
の
贈
呈
、

支
給
を
受
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。こ

れ
ら
の
贈
呈
、
支
給
は
、
本
人
ま

た
は
ご
遺
族
の
請
求
に
基
づ
い
て
行
う

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

該
当
さ
れ
る
方
は
、
平
和
祈
念
事
業

特
別
募
金
か
ら
請
求
書
類
を
受
け
取
り
、

必
要
な
書
類
を
添
え
で
「
平
和
祈
念
事

業
特
別
基
金
」
あ
て
直
接
送
付
し
て
く

だ
さ
い
。

な
わ
、
請
求
書
類
は
各
都
道
府
県
、

市
町
村
に
も
置
い
て
あ
り
ま
す
。

請
求
期
限
は
、
昭
和
六
十
三
年
八
月

全
国
の
約
一
一
一
百
七
十
万
世
帯
を
対
象
と

す
る
大
規
模
な
調
査
で
あ
る
こ
と
か
ら

円
住
宅
の
国
勢
調
査
ω

と
も
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

調
査
の
結
果
は
、
園
、
都
道
府
県
、

市
区
町
村
の
住
宅
建
設
計
聞
や
環
境
整

備
計
固
な
ど
の
立
案
の
基
礎
と
な
る
資

料
と
し
て
幅
広
く
利
用
さ
れ
ま
す
。

調
査
の
対
象
と
な
っ
た
世
帯
に
は
、

一
日
か
ら
昭
和
六
十
八
年
三
月
三
十
一

日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

請
求
書
類
な
ど
の
送
付
先
及
び
問
い

合
わ
せ
先

一T
山
東
京
都
文
京
区
犬
塚
五
三

十
三

平
和
祈
念
事
業
特
別
基
金
業
務
第
二
課

宮

0

3

9

4

5

4

7

0

3

九
月
一
一
十
三
日
か
ら
三
十
日
の
聞
に
、

都
道
府
県
知
事
か
ら
任
命
さ
れ
た
調
査

員
が
、
調
査
票
を
も
っ
て
訪
問
し
ま
す
。

記
入
し
て
項
い
た
調
査
表
は
、
十
月
一

日
か
ら
七
日
の
聞
に
、
再
び
調
査
員
が

回
収
に
う
か
が
い
ま
す
。

対
象
と
な
っ
た
世
帯
の
方
は
、
調
査

へ
の
ご
協
力
を
わ
願
い
し
ま
す
。

清水さんの作品

壁
一
一
曇
小
官
募
集

(
高
卒
程
度
)

久保さんの作品

一
受
付
期
間
一
九
月
十
六
日

1
十
月
十

四
日一

試
験
日
}
十
月
二
十
三
日

一
受
験
資
格
}
来
春
高
等
学
校
を
卒
業

す
る
者
、
ま
た
は
既
卒
者
で
昭
和
三
十

六
年
四
月
二
臼
か
ら
昭
和
四
十
六
年
四

月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
男
子
(
犬
卒

者
、
大
卒
見
込
み
者
を
除
く
)

詳
し
く
は
、
大
洲
警
察
署
ま
た
は
わ

近
く
の
派
出
所
・
駐
在
所
ま
で
。
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戸」「

二
宮
英
二
氏
が
当
選

愛
媛
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
委
員

任
期
満
了
に
伴
う
愛
媛
海
区
漁
業
調

整
委
員
会
委
員
選
挙
が
、
七
月
二
十
六

少
年
の
非
行
防
止
に

少
年
警
察
協
助
員

大
洲
警
察
署
で
は
少
年
の
非
行
を
防

止
し
、
健
全
な
育
成
を
図
る
た
め
少
年

警
察
協
助
員
を
設
置
し
、
非
行
少
年
の

早
期
発
見
等
を
行
つ
で
い
ま
す
。

長
浜
町
の
少
年
警
察
補
助
員
は
次
の

一直

雨
空
空
軍

1
櫛
生
短
歌
会
l

鯛
の
ご
ゑ
を
聞
き
つ
っ
こ
の
山
家
に

老
い
ゆ
く
ふ
た
り
の
静
け
さ
念
ふ
。

渡
辺
仁
之
助

地
下
足
袋
が
重
い
と
云
へ
ば
友
も
ま
た

同
じ
思
ひ
と
我
に
う
ベ
な
ふ
。

西
田
チ
ヅ
ル

沈
み
ゆ
く
陽
を
追
ふ
ご
と
に
ホ

i
ス
ピ

で
え
び
漕
船
は
網
代
へ
と
消
ゆ
。

沢
井
カ
メ
ヨ

日
に
告
示
さ
れ
、
同
目
立
候
補
受
け
付

け
が
締
め
切
ら
れ
た
結
果
、
立
候
補
者

が
定
数
(
九
人
)
を
越
え
な
か
っ
た
た

め
無
投
票
当
選
と
な
り
、
長
浜
町
か
ら
は

二
宮
英
二
氏
(
沖
浦
・
日
)
が
当
選
し
ま
し
た
。

方
々
で
す
。

氏

名

住

所

所

管

区

村

上

滋

則

さ

ん

(

長

浜

)

長

浜

新

山

間

邦

さ

ん

(

長

浜

)

長

浜

古

谷

良

子

さ

ん

(

沖

浦

)

長

浜

畑
山
伊
佐
夫
さ
ん
(
出
海
)
櫛
生

矢
野
恵
美
子
さ
ん
(
下
須
戒
)
大
和

渡

辺

和

子

さ

ん

(

白

滝

)

白

滝

気
が
か
り
な
医
師
の
云
葉
を
忘
れ
む
と

友
を
誘
ひ
で
日
舞
に
汗
す
。

谷

井

光

恵

萌
舎
を
食
ふ
虫
と
云
は
れ
し
夫
も
古
稀

年
金
に
老
令
の
加
算
額
つ
く
。

生
田
八
重
子

久
々
に
帰
り
し
孫
と
波
止
に
ゆ
き
、
共

に
興
じ
つ
小
さ
き
鯵
釣
る工

藤

米

徳

団
扇
に
で
炭
火
お
こ
せ
し
七
輪
に
ト

I
キ
ピ
を
焼
く
母
の
忌
近
し
。

櫛
笥

Eヨ

子

三
年
ぶ
り
孫
と
た
わ
む
る
嬉
し
さ
も

疲
れ
は
は
げ
し
年
令
と
ぞ
思
ふ
。

工

藤

春

子

夕
暮
れ
の
寺
の
鐘
き
き
勤
め
終
え
し

夫
待
ち
居
ら
む
家
路
へ
急
ぐ
。

波
多
野
コ
チ
ヨ

寄
付
課
納

。
沖
浦
の
明
智
澄
江
さ
ん
・
:
小
説
百
七

十
二
冊
を
町
立
図
書
館
へ
。

。
五
十
崎
町
平
岡
の
山
本
ツ
モ
リ
さ
ん

:
実
践
記
録
「
生
涯
か
け
た
此
の
道

一
筋
」
を
町
立
図
書
館
へ
。

匂2つ|語
7月長浜町役場届出分(敬材A書)

石 7
山月
繁の
信ト

昭プ
千は
さ
ん
σ〉
カ

フ
jレ

~ー"'t中自イ主

七
月
届
出
分
(
敬
称
略
)

所

氏

名

婚

姻

届

時

年

齢

滝

石

山

繁

信

(

二

八

)

浦

小

西

昭

子

(

二

三

)

秋
の

運
動

日
J
羽
目

皆
さ
ん
一
人
一
人
の
交
通
安
全
意
識

の
高
揚
を
図
る
と
と
も
に
、
正
し
い
交

通
ル

l
ル
と
マ
ナ
!
の
実
践
を
宵
慣
づ

け
る
こ
と
に
よ
り
、
交
通
事
故
防
止
の

徹
底
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
九

¥

長

浜

/

長

浜

¥

長

浜

/
双
海
町

¥
上
老
松

/
大
洲
市

西

山

隆

司

安

部

光

子

谷

口

博

司

上
岡
め
ぐ
み

堀

井

秀

司

宇
津
ひ
と
み

(
四
二
)

(
一
二
六
)

(一一一一一一)

(
一
一
九
)

(
一
一
七
)

(一一

O
)

お
誕
生
お
め
で
と
う
H

白 t中 f二 f主

七
月
届
出
分

所
保
護
者
氏
名

久

井

上

順

歳

浦

山

田

満

規

滝

岡

本

功

(
敬
称
略
)

続

柄

児

名

長

男

豊

長

男

裕

也

二

男

剛

志

月
三
十
一
日
か
ら
三
十
日
ま
で
の
十
日

間

J
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
H

が
行

わ
れ
ま
す
o

A
7
回
の
運
動
は
、

V
高
齢
者
の
交
通

事
故
防
止
V
若
年
運
転
者
の
無
謀
運
転

の
防
止
V
正
し
い
方
法
に
よ
る
シ

l
ト

ベ
ル
ト
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着
用
の
徹
底

を
重
点
に
推
進
し
て
い
く
ご
と
に
し
て

い
ま
す
。

中

甫

長

浜

A
7

坊

櫛

生

下
須
戒

友山賀神山
野ド栄内口

和高政敏正
則明直彦明

優智+~ f右敬
生世何慕朗

二
男

長
男

長
女

長
女

二
男

お
く
や
み

七
月
届
出
分
(
敬
称
略

人口世帯数

人口をふやしましょう
青沖今住

島浦坊所

氏

名

死

亡

時

年

齢

藤
堂
リ
ン
ヱ
(
九
四
)

稲
田
ミ
ツ
ル
(
七
四
)

浅

井

秀

雄

(

七

六

)

毒 薬 。 せ ん 策 しでみると奇

妙な言葉だ。(1)毒なのか(2)薬

なのか(3)毒と薬の両方なのか

(4)毒にもなるが薬にもなるも

のなのか。もちろん 常 識 的 に

は(1)の毒物の意味 だが、案外

深意は(4)あたりにありはしな

いか。毒薬変ビで 薬になると

いうごとわざがあ るが、薬と

いう字にもともと 毒 物 と い う

意味があったのだA とごろで

人間に は 毒 に も ならぬ薬にも

ならぬのがいる。役立たず、の

意味だが、逆に言うと役に玄

つのは毒にも薬にもなるので

なければならぬということに

なる A リクルート問題とか脱

閥、贈収賄、マルチ商法など

新聞の社会面をにぎわすよう

なことをやらなければ大きな

仕事はできないとしけ理屈に

なる。サラリ マ ンでも、沈

香も焚かず、毘もひらずでは出

世できなしミ O 昔から大体そう

なっているカヘどうもこの言命

理、納得し難しミ O 毒にはなら

ぬが薬になるという存在が最

も望ましいが、イ動き盛りの若

し当日手{~にはなかなか重量しいよ

うだ。老年になって心がi登ん

で、きはどめるとそのような Jじ

境が味 わ え 、 ま た、行動する

ことが容易になる だ ろ う 。 老

人の Rも到来し、 秋気もj登み

は どめる。人生の毒と薬の関

係を考えてみよう。

8月 1日現在 前月との比較

11 ，803人 5人増
人 口 (男 5，5白人) 1人増)

女 6，239人 4人増

世帯数 3，813世帯 2世帯減


